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第 1 部：技術的基盤 -  2025 年 ChatGPT Agent の理解 

 

 

1.1. チャットボットを超えて：自律型 AI エージェントの定義 

 

2025 年 7 月 17 日にリリースされたとされる ChatGPT Agent は、従来の AI ツールか

らのパラダイムシフトを象徴する存在です。これは単なる支援ツールではなく、特定の

高レベルな目標を委任できる自律的なデジタル・コラボレーターとして位置づけられま

す。現在の AI が人間の作業を「支援」するのに対し、この自律型エージェントは人間

の指示に基づき、一連の業務プロセスを「自動実行」します 1。このエージェントの導

入は、単なる効率化にとどまらず、知的財産業務のあり方そのものを再定義する可能性

を秘めています。 

このエージェントの核となる特性は、以下の要素に集約されます。 

● 自律性と目標指向性（Autonomy and Goal -Orientation ） 
エージェントは、「この発明開示書に基づいて先行技術調査を実施せよ」といった

高レベルの目標を受け取ると、その達成に必要な一連のタスクを自律的に計画し、

実行します 3。人間が各ステップで詳細な指示を与える必要はなく、エージェント

は最終的な成果物の創出に向けて自己完結的に動作します。これは、複数のツール

やチームが担当していた役割を単一のエージェントが担うことを可能にします 1。 
● 知覚と文脈認識（Perception and Contextual Awareness ） 

エージェントは、自然言語による指示だけでなく、システムログや外部データソー

スからのリアルタイムのシグナルを解釈し、タスクに関する深い文脈的理解を構築

します 3。これにより、変化する状況にインテリジェントに対応し、ユーザーの真

の意図を汲み取った上で行動することが可能となります。 
● タスク分解と計画（Task Decomposition and Planning） 



侵害予防調査（FTO）のような複雑な目標を与えられた場合、エージェントはそれ

を論理的な一連のサブタスクに分解します。例えば、「製品の技術的特徴を特定す

る」「日本のデータベースを検索する」「米国特許の請求項を分析する」といった

具体的な実行計画を自ら策定します 2。この計画能力が、複雑な問題解決を自律的

に進めるための基盤となります。 
● ツール使用とオーケストレーション（Tool Use  and Orchestra tion） 

エージェントの最も強力な機能の一つは、Web ブラウザ、データベース、各種ソ

フトウェア API といった外部ツールを自律的に操作できる点です 8。特許調査にお

いては、J -Pla tPat や Espacene t といった複数のデータベースに同時にアクセス

し、情報を収集・分析します。さらに、複雑なワークフローでは、複数の専門エー

ジェント（例：日本特許検索エージェント、米国法務状況確認エージェント）を協

調させる「オーケストレーション」を行い、タスクを分担して効率的に処理します 
3。 

● 記憶と学習（Memory and Learning） 
エージェントは、タスク実行中の文脈を維持するための短期記憶と、過去の対話や

フィードバックから学習し、将来のパフォーマンスを向上させるための長期記憶を

備えています 3。これにより、使用されるほどユーザーの期待に適応し、よりパー

ソナライズされた正確な応答を生成できるようになります。 
● 24 時間 365 日の可用性と拡張性（24/7 Availability and Scalability） 

人間のチームとは異なり、エージェントは休息を必要とせず、24 時間 365 日稼働

できます 1。これにより、手作業への依存を減らし、プロセスの安定性を高め、エ

ラーを最小限に抑えることで、明確な投資収益率（ROI）を提供します。企業は、

このスケーラブルな労働力を活用して、運用コストを削減しつつ、生産性を飛躍的

に向上させることが可能となります 10。 

 

1.2. アーキテクチャの基礎：エージェントはどのように「思考」し「行動」するのか 

 

この自律型エージェントの高度な能力は、複数の先進的な技術コンポーネントの組み合

わせによって実現されています。ここでは、非技術系の経営層にも理解できるよう、各

技術がもたらす機能的な価値に焦点を当てて解説します。 

● 大規模言語モデル（LLM）：「頭脳」としての役割 
エージェントの中核には、GPT- 4 の後継にあたるような先進的な大規模言語モデ

ル（LLM）が存在します 7。この LLM は、膨大な量のテキストデータ（技術文献



や特許文献を含む）で事前学習されており、高度な推論、自然言語の理解・生成能

力を提供します 13。これがエージェントの「思考」の基盤となり、複雑な指示を

解釈し、論理的な応答を組み立てることを可能にしています。 
● エージェントフレームワーク：「神経系」としての役割 

LLM が「頭脳」であるならば、エージェントフレームワークは、その思考を具体

的な行動へと結びつける「神経系」に相当します。 
○ 検索拡張生成（RAG -  Re trieval- Augmented Genera tion） 

エージェントは、事前学習された知識だけに依存しません。RAG と呼ばれる技

術を用いることで、応答を生成する前に、指定された信頼性の高い情報源（特

許データベースなど）からリアルタイムに関連情報を動的に検索・取得します 
9。これにより、LLM の弱点である「ハルシネーション（もっともらしい嘘を

生成する現象）」や古い情報に基づく応答のリスクを大幅に軽減し、事実に基

づいた正確かつ最新の回答を保証します 15。特許調査のように正確性が絶対的

に求められる分野において、この機能は不可欠です。 
○ マルチエージェント RAG アーキテクチャ 

複雑なタスクは、単一のエージェントではなく、専門化した複数のエージェン

トからなるチームによって処理されます 9。例えば、「コーディネーターエー

ジェント」が全体計画を立て、「J - Pla tPat 検索エージェント」「Espacene t
法務状況確認エージェント」「非特許文献（NPL）検索エージェント」といっ

た専門エージェントにタスクを委任します。各エージェントがそれぞれの持ち

場で最適なツールを用いて情報を収集し、最終的にコーディネーターエージェ

ントがそれらの結果を統合・要約して報告書を作成します。このモジュール式

のアーキテクチャは、拡張性に優れ、多様で複雑な要求に柔軟に対応すること

を可能にします。 
○ 推論と行動（ReAct -  Reasoning and Action Framework） 

エージェントは、「思考→行動→観察」というサイクルを繰り返すことで、自

己修正しながらタスクを遂行します 5。まず、次に何をすべきかを「推論」

し、データベースへのクエリ発行などの「行動」を起こします。その結果を

「観察」し、得られた情報に基づいて再び「推論」を行います。この反復的な

プロセスにより、予期せぬエラーが発生したり、当初の計画がうまくいかなか

ったりした場合でも、柔軟に戦略を修正し、目標達成に向けて粘り強く行動し

続けることができます 4。 

これらの技術的基盤が組み合わさることで、20 25 年の ChatGPT Agent は、単なる情

報検索ツールから、自律的に思考し、計画し、行動する真の業務遂行パートナーへと進

化しています。既存の AI 特許ツールが人間の専門家が使う「高性能な道具」であるの



に対し、このエージェントは専門家が「仕事を任せる」対象となります。この変化は、

知財専門家の役割を、検索式の作成や文献のスクリーニングといった実作業から、エー

ジェントへの適切な目標設定、生成された結果の戦略的評価、そして最終的な意思決定

という、より高度な領域へとシフトさせることを意味します。 

 

第 2 部：特許調査ワークフローの革命 

 

本章では、企業の知財部門における主要な特許調査業務（先行技術調査、侵害予防調

査、無効資料調査）に焦点を当て、従来の人手によるプロセスと、20 25 年 ChatGPT 
Agent がもたらす自律的なワークフローを詳細に比較・分析します。これにより、技

術革新が具体的な業務にどのような変革をもたらすかを明らかにします。 

 

2.1. 現状の風景：人間中心の特許調査（As- Is） 

 

自律型エージェントの革新性を理解するためには、まず現在の特許調査がいかに専門的

なスキル、時間、そして労力を要する作業であるかを把握する必要があります。 

 

2.1.1. 先行技術調査（Prior Art Search ） 

 

先行技術調査の主目的は、新規発明の特許出願前に、その発明が新規性および進歩性を

有するか否かを判断するため、関連する公知技術（先行技術）を発見することです 16。

この調査は、拒絶理由通知を未然に防ぎ、適切な権利範囲を設定するために不可欠で

す。 

手動プロセスは以下のステップで構成されます。 

1. 発明の理解：研究開発部門から提出された発明開示書を読み込み、発明の技術的

本質を正確に把握します。 
2. キーワードと分類の選定：発明の核心となる技術要素を抽出し、キーワード、そ

の類義語、同義語、表記の揺れを網羅的に洗い出します。JST シソーラスマップ



のようなツールが補助的に使用されることもあります 16。同時に、J - Pla tPat の特

許・実用新案分類照会（PMGS）を用いて、関連性の高い特許分類（FI、F ター

ム）を特定します 16。 
3. 検索式の構築：特定したキーワードと特許分類を組み合わせ、AND、OR、NOT と

いったブール演算子を駆使して複雑な検索論理式を構築します。例えば、「保湿効

果のある化粧品」に関する調査では、（A61K8/0 0 /FI + 4C0 83CC11/FT） * （保湿

/TX + 潤い/TX) のような式が考えられます 16。 
4. 検索とレビュー：構築した検索式を J - Pla tPat などのデータベースに入力して検索

を実行します。ヒットした数百から数千件の文献リストに対し、発明の名称、要

約、代表図などを一つずつ確認し、関連性の高い文献をスクリーニングします。 
5. 報告書の作成：抽出した重要文献をリストアップし、発明との対比検討を加え

て、調査報告書としてまとめます。 

このプロセスは、調査員の経験とスキルに大きく依存し、検索式のわずかな違いが結果

の質を大きく左右するため、属人化しやすいという課題を抱えています。 

 

2.1.2. 侵害予防調査（Infringement/Clearance Search / FTO ） 

 

侵害予防調査（Freedom to Operate 調査、クリアランス調査とも呼ばれる）は、自社

の新製品や新サービスが、販売予定国において他社の有効な特許権を侵害するリスクが

ないかを確認するために実施されます 18。 

手動プロセスは、より慎重さと法的知識が求められます。 

1. 調査対象の特定：販売予定の製品やサービスを構成する技術的特徴（構造、材

料、製造方法、動作原理など）を詳細に分解・特定します 20。 
2. 調査範囲の設定：調査対象国を特定し、その国で有効に存続している特許権（存

続期間満了、権利放棄、無効審決などで消滅していないもの）のみを調査対象とし

ます。 
3. 検索式の作成と実行：各技術的特徴に対応するキーワードや特許分類を用いて検

索式を作成します。特に、文献の「全文」ではなく、権利範囲を直接規定する「請

求の範囲（クレーム）」を重点的に検索します 16。日本国内は J-PlatPat、海外に

ついては Espacenet や Google Patents など、複数のデータベースを使い分ける

必要があります 23。 
4. 法的状況の確認：関連性の高い特許が発見された場合、Espacenet の INPADOC 



Legal Sta tus 機能などを利用して、その特許が現在も有効に存続しているか、年

金不払いで失効していないかなどの法的なステータスを個別に確認します 24。 
5. 権利範囲の対比検討（クレームチャート作成）：特に注意を要する特許につい

て、その請求項に記載された構成要件と、自社製品の技術的特徴を一つずつ対比す

る「クレームチャート（侵害対比表）」を作成し、侵害リスクを詳細に分析しま

す。 
6. 報告と対策の提案：調査結果、発見された要注意特許リスト、クレームチャー

ト、そして総合的な侵害リスクの評価を報告書にまとめ、設計変更やライセンス交

渉、無効資料調査の実施といった対応策を提案します 20。 

この調査は極めて重要性が高く、見落としが許されないため、多大な時間とコストを要

するのが一般的です。 

 

2.1.3. 無効資料調査（Invalidity Search ） 

 

無効資料調査は、自社の事業遂行の障害となる他社の特許権に対して、その特許性を否

定する（無効にする）ための先行技術文献を発見することを目的とします 18。警告状を

受けた場合や、侵害訴訟を提起された際の対抗策として実施されます。 

手動プロセスは、探偵的な調査能力が求められます。 

1. 対象特許の分析：無効化したい特許の明細書、図面、そして特に請求の範囲を精

読し、発明の核心と権利範囲を正確に理解します。さらに、J-PlatPat の経過情報

照会機能を用いて、出願から登録までの審査経過（拒絶理由通知、意見書、補正書

など）を徹底的に分析し、権利範囲の解釈や発明の弱点を洗い出します 26。 
2. 調査戦略の立案：対象特許の優先日よりも前に公知となったあらゆる技術資料を

調査対象とします。 
3. 広範な文献調査：日本の特許文献（J-PlatPat）だけでなく、海外の特許文献

（Espacenet, Patent Scope, Google Patents など）、そして学術論文、業界誌、

博士論文、製品カタログといった非特許文献（NPL）も網羅的に調査します 27。 
4. 証拠の発見と対比：発見された文献が、対象特許の請求項に係る発明の新規性や

進歩性をどのように否定するかを論理的に説明するためのクレームチャートを作成

します 26。 
5. 報告書の作成：発見した無効資料とその分析結果をまとめ、無効審判請求や訴訟

における主張の根拠となる報告書を作成します。 



この調査は、時間的な制約の中で決定的な証拠を見つけ出す必要があり、調査員の深い

知識と粘り強さが成功の鍵となります。 

 

2.2. エージェント駆動のワークフロー：パラダイムシフト（To-Be） 

 

20 25 年 ChatGPT Agent は、前述した人間中心の複雑で時間のかかるワークフロー

を、自律的かつ統合されたプロセスへと根本的に変革します。人間は指示者・評価者と

なり、エージェントが実行者として機能します。 

 

2.2.1. 自律的な先行技術調査 

 

● 入力（Input） 
ユーザーは、発明開示書（Word ファイルやテキスト）をアップロードし、簡潔な

自然言語で指示を与えます。 
「この発明の先行技術調査を実施し、関連性の高い特許文献と非特許文献を 10 件

特定し、新規性・進歩性に関する予備的見解をまとめたレポートを作成せよ。」 
● エージェントの自律的ワークフロー（Agent's Autonomous Workflow ） 

1. 分析と概念抽出（Analyze & Deconstruct ）：エージェントは提供された発明

開示書を解析し、中核となる技術コンセプト、重要なキーワード、そしてその

類義語や関連語を日本語と英語の両方で自動的に抽出します 6。 
2. 分類コードの特定（Classification Identification ）：抽出した技術コンセプ

トに基づき、J-PlatPat の PMGS に相当する API にクエリを投げ、最も関連性

の高い FI および F ターム分類を瞬時に特定します 16。 
3. マルチ戦略クエリ生成（Multi - Strategy Query Generation ）：単一の検索式

に依存せず、複数の異なるアプローチを並行して実行するためのクエリを自動

生成します。 
■ J-PlatPat 向け：特定した FI/F タームを核とした、再現率（漏れのなさ）

を重視した高精度な検索式 16。 
■ Google Patents 向け：異なる用語で表現された概念的に類似した技術を捉

えるための、広範なセマンティック検索クエリ 31。 
■ 非特許文献（NPL）向け：IEEE Xploreや Google Scholar などの学術デー

タベース API に対し、専門用語を用いたターゲット検索クエリ 27。 



4. 実行とフィルタリング（Execution & Filtering ）：これらの複数のクエリを、

それぞれのデータベースに対して並行して実行します。得られた大量の検索結

果を、AI が持つ関連性評価アルゴリズムに基づきスコアリングし、重要度の高

い文献を自動的に優先順位付けします 33。 
5. 統合と報告（Synthesis & Reporting ）：エージェントは、上位にランク付け

された文献の内容を分析し、それぞれの要点を簡潔にまとめたサマリーを生成

します 35。さらに、最も関連性の高い文献と本願発明との対比を示す予備的な

クレームチャートを自動作成し 30、特許性に関する初期的な見解を付した統合

レポートとして出力します。 

このプロセスにより、調査員は数日かかっていた作業を数時間、あるいは数分で完了さ

せ、その時間をより戦略的な分析や発明者との対話に充てることができます。 

 

2.2.2. マルチデータベース FTO 調査のオーケストレーション 

 

侵害予防調査のように、複数の国やデータベースを横断する複雑なタスクは、マルチエ

ージェント・アーキテクチャの真価が発揮される領域です。 

● 入力（Input） 
ユーザーは、詳細な製品仕様書と調査対象国（例：日本、米国、欧州）のリストを

提示し、指示を与えます。 
「この製品仕様に基づき、日本、米国、欧州における侵害リスクを評価するための

FTO 調査を実施せよ。特に注意すべき有効特許をリストアップし、その請求項と

本製品の技術的特徴を対比した初期分析レポートを生成すること。」 
● エージェントの自律的ワークフロー（Multi - Agent Orchestration ） 

1. コーディネーターエージェント（Coordinator Agent ）：指示を受け取り、製

品仕様書を解析して、構造化された主要技術特徴のリストを作成します 20。そ

の後、各専門エージェントを起動し、タスクを割り振ります。 
2. 日本特許検索エージェント（JP Search Agent ）：J-PlatPat にアクセスし、

特定された技術特徴をカバーする「有効な（live）」日本特許を検索します。

この際、ステータスフィルターを自動で適用します。 
3. 米・欧特許検索エージェント（US/EU Search Agent ）：同時に Google 

Patents と Espacenet にアクセスし、キーワード検索と CPC（共通特許分

類）検索を組み合わせて、米国および欧州の登録特許を検索します 24。 
4. 法務状況確認エージェント（Legal Status Agent ）：各検索エージェントが



発見した関連性の高い特許について、このエージェントが Espacene t の

INPADOC Legal Sta tus API に自動でクエリを発行し、権利が有効に存続して

いるか、年金未納で失効していないかなどの最新の法的状況をリアルタイムで

確認します 24。 
5. 請求項分析エージェント（Claim Analysis Agent ）：有効と確認された要注

意特許の請求項を解析し、製品の技術特徴との間で予備的なマッピング（対

比）を行い、侵害の可能性がある重複箇所をハイライトします 36。 
6. コーディネーターエージェント（Coordinator Agent ）：全ての専門エージェ

ントからの報告を集約し、国境を越えた単一の FTO リスクレポートとして統

合します 9。最もリスクが高いと判断された特許をフラグ立てし、初期的なク

レームチャートを添付して、人間の専門家による最終レビューを促します 20。 

このオーケストレーションにより、従来は順次行われていた複数の調査が並行して、か

つ自動で実行されるため、調査期間が劇的に短縮されます。さらに、人間が見落としが

ちなデータベース間の連携や最新の法的状況の確認も確実に行われるため、調査の質そ

のものが向上します。 

タスク／ステップ 人間中心のプロセス エージェント駆動の

プロセス 
エージェントによる

主な利点 

製品特徴の分解 仕様書を手動で分析

し、技術特徴を Exce l
等にリストアップ 

仕様書を自動解析

し、構造化された技

術特徴リストを生成 

速度、一貫性、客観

性 

検索戦略の立案 各特徴に対し、複数

のブール検索式を手

動で構築 

セマンティック検索

とキーワード検索を

組み合わせたクエリ

を自動生成 

網羅性、概念ベース

の検索 

日本特許の検索 J - Pla tPat で検索式を

実行し、結果を手動

でレビュー 

J P 検索エージェント

が J - Pla tPat API を介

して自動検索・フィ

ルタリング 

24 時間 365 日実行可

能、高速処理 

米・欧特許の検索 Espacene t、Google  
Patents で個別に検索

US/EU 検索エージェ

ントが複数の DB に

並行してクエリを発

並列実行による時間

短縮 



を実行 行 

法的状況の確認 発見された特許ごと

に INPADOC 等を手

動で確認 

法務状況確認エージ

ェントが API 経由で

リアルタイムに自動

照会 

リアルタイム性、見

落とし防止 

請求項と特徴の対比 Exce l 等を用いて手動

でクレームチャート

を作成 

請求項分析エージェ

ントが予備的なクレ

ームチャートを自動

生成 

手作業の大幅な削減 

レポーティング 各調査結果を Word
等に手動で集約・編

集して報告書を作成 

コーディネーターエ

ージェントが全結果

を統合し、統一レポ

ートを生成 

迅速な報告、戦略的

判断への集中 

 

2.2.3. 詳細な無効資料調査 

 

● 入力（Input） 
ユーザーは、競合他社の特許番号を指定し、目的を明確に指示します。 
「特許第 XXXXXXX号を無効化するための資料調査を実施せよ。優先日以前の特許

文献および非特許文献を広範に調査し、請求項 1-3 を無効化しうる有力な証拠を提

示し、クレームチャートを作成せよ。」 
● エージェントの自律的ワークフロー（Agent's Autonomous Workflow ） 

1. 対象特許の深層分析（Target Analysis ）：エージェントは、指定された特許

番号に基づき、J-PlatPat から特許公報全文と審査経過情報（拒絶理由、意見

書、補正の履歴など）を即座に取得します 26。請求項、明細書の記載、審査過

程での主張を分析し、発明の核心部分、権利範囲の限定箇所、そして論理的な

弱点を特定します。 
2. 引用文献の連鎖的探索（"Citation Archaeology" ）：対象特許が引用している

文献（後方引用）と、対象特許を引用している後発の文献（前方引用）のリス

トを Espacenet や Google Patents から自動で取得・分析します 25。これによ



り、関連技術分野の重要文献を極めて効率的に発見します。 
3. 広範かつ深層的な検索（Broad & Deep Search ）：対象特許の優先日以前に

公知となった文献を求めて、多角的な検索を並行して実行します。 
■ グローバル特許検索：WIPO の Patent Scope や EPO の Espacene t を利

用し、PCT 出願、欧州特許、その他主要国の特許コレクションを横断的に

検索します 24。 
■ セマンティック検索：Google  Patents を活用し、現在は使われなくなった

古い技術用語で記載されている可能性のある、概念的に同一の先行技術を

発掘します。 
■ 網羅的な NPL 検索：学術論文、科学技術文献、会議録、業界標準規格、

製品マニュアルなど、非特許文献を格納する複数のデータベース（例：

IEEE Xplore , ACM Digita l Library, CiNii）に対して網羅的な検索を実行しま

す 27。 
4. 優先順位付けと報告（Prioritization & Reporting ）：発見された全ての文献

を、対象特許の請求項を無効化する能力に基づいて AI がスコアリングします 
33。そして、最も有力ないくつかの無効化候補文献を抽出し、それぞれの文献

が請求項のどの構成要件を開示しているかを具体的に示した、詳細なクレーム

チャートを自動生成します 30。最終的に、これらの分析をまとめた包括的な調

査報告書として出力します。 

このアプローチの価値は、単なる速度向上に留まりません。人間では時間的・予算的に

実行不可能なレベルの網羅性と深さを兼ね備えた調査を、デフォルトの品質として提供

できる点にあります。これにより、これまで見過ごされてきた決定的な無効資料を発見

する確率が飛躍的に高まります。また、エージェントは単に文献をリストアップするだ

けでなく、その文献がなぜ重要なのかという初期分析（クレームチャート）までを提供

する点で、調査プロセスを「検索」から「分析」のフェーズへと引き上げます。これに

より、知財専門家や弁理士は、煩雑な資料整理作業から解放され、発見された証拠に基

づく法的戦略の構築という、最も価値の高い業務に集中できるようになります。 

 

第 3 部：日本における導入のための法的・戦略的必須要件 

 

2025 年 ChatGPT Agent の導入は、技術的な可能性だけでなく、日本の法制度や企業

文化に根差した特有の課題を伴います。特に、機密保持、著作権、そしてアウトプット

の正確性という 3 つの要素は、導入の成否を左右する極めて重要な論点です。本章で



は、これらの課題を詳細に分析し、企業が取るべき具体的な対策を提示します。 

 

3.1. 最重要課題：機密保持（Confidentiality Mandate ） 

 

特許出願前の未公開発明情報は、企業の競争力の源泉そのものであり、その機密性をい

かに担保するかは、AI ツール導入における最大の障壁です。単一の対策では不十分で

あり、法的、契約的、技術的、そして手続き的な側面を組み合わせた多層的な防御戦略

が不可欠です。 

 

3.1.1. 法的・職業的倫理の枠組み 

 

日本において、発明情報の取り扱いには厳格な法的・倫理的義務が課せられています。 

● 弁理士法：弁理士および弁理士法人は、弁理士法第 30 条および第 77 条により、

業務上知り得た秘密を守る厳格な守秘義務を負っています 38。企業の知財部門担当

者も、弁理士と協働する上で、これに準じた高いレベルの注意義務が求められま

す。安易に外部 AI サービスに未公開発明情報を入力する行為は、この守秘義務に

抵触するリスクを内包します。 
● 不正競争防止法：未公開の発明情報は、同法における「営業秘密」に該当し得ま

す。営業秘密として保護されるためには、「秘密として管理されていること（秘密

管理性）」が要件となります。セキュリティ対策が不十分な AI サービスに情報を

入力した場合、この秘密管理性が失われたと判断され、法的な保護を受けられなく

なる可能性があります。 
● 日本弁理士会（JPAA）ガイドライン：日本弁理士会は、生成 AI の業務利用に関

するガイドラインを公表しており、そこではクライアントの秘密情報を AI に入力

する際には、原則としてクライアントの明確な事前同意を得ること、そして技術的

な安全措置を講じることが求められています 39。これは、AI 利用が単なる技術選

択の問題ではなく、専門家としての責任と倫理に関わる問題であることを示してい

ます。 

 

3.1.2. 契約による保護：エンタープライズ AI 契約の解体 



 

AI サービス提供者（例：OpenAI）との契約は、機密保持における第一の防衛線です。

コンシューマー向けの利用規約ではなく、法人向けのエンタープライズ契約を締結し、

以下の条項を盛り込むことが絶対条件となります。 

● 機密保持とデータ利用の制限：契約書において、ユーザーが入力した全ての情報

（プロンプト、アップロードファイル）および AI が生成した全ての出力が、ユー

ザーの機密情報であることを明確に定義する必要があります。そして、サービス提

供者はこれらの情報を、ユーザーへのサービス提供という目的以外には一切使用せ

ず、特に AI モデルの学習データとして利用しないことを明示的に保証しなければ

なりません 42。 
● データ保持ポリシー（リテンションポリシー）：ユーザーがデータ保持期間をコ

ントロールできることが重要です。理想的には、処理完了後にデータを即時削除す

る「ゼロリテンション」ポリシーを交渉すべきです 42。これにより、万が一サービ

ス提供者のシステムが侵害された場合でも、情報漏洩のリスクを最小限に抑えるこ

とができます。 
● 知的財産権の帰属：ユーザーが入力した情報から生成された出力（調査レポート、

クレームチャート等）に関する全ての知的財産権は、ユーザーに帰属することを明

確に規定する必要があります 42。これにより、生成物を自由に社内利用、改変、商

用利用できることが保証されます。 
● データ処理附則（DPA -  Data Processing Addendum ）：個人情報が含まれる可

能性がある場合、GDPR（EU 一般データ保護規則）などの国際的な基準に準拠し

た DPA の締結は必須です 42。これにより、サービス提供者がデータ処理者として

適切な安全管理措置を講じる義務を負うことになります。 

 

3.1.3. 技術による保護：契約書を超えた安全対策 

 

契約上の保証だけに依存せず、技術的な手段によって情報漏洩のリスクを物理的に排除

することが、最高レベルの機密保持を実現する鍵となります。 

● API 経由での利用：一般公開されている Web インターフェース（例：無料版

ChatGPT）ではなく、セキュリティが確保されたエンタープライズ向けの API
（Applica tion Programming Inte rface）を通じてサービスを利用することが絶対条

件です 44。API は、より高度なセキュリティ制御とアクセス管理を可能にします。 



● オンプレミスまたはプライベートクラウドでの展開：最も機密性の高い情報を扱

う場合、AI モデルを自社のデータセンター（オンプレミス）や、完全に隔離され

たプライベートクラウド環境に展開する選択肢を検討すべきです 45。これにより、

発明情報が外部のインターネットに出ることなく、社内の閉じたネットワーク内で

処理が完結するため、情報漏洩のリスクを限りなくゼロに近づけることができま

す。 
● 通信と保管の暗号化：データがユーザーの端末から AI サーバーへ送信される際

（in transit）およびサーバー上で保管される際（at re st）の両方で、強力な暗号化

が適用されていることを確認する必要があります 44。これは、現代のクラウドサー

ビスにおける基本的なセキュリティ要件です。 

これらの法的、契約的、技術的、手続き的な対策を組み合わせた「多層防御」アプロー

チこそが、企業の貴重な知的財産を保護し、自律型 AI を安全に活用するための唯一の

責任ある道筋です。 

 

3.2. AI 時代の著作権法（著作権法） 

 

生成 AI の利用は、著作権法との関係で「学習段階」と「生成・利用段階」という 2 つ

の側面から検討する必要があります。日本の著作権法は、この点において世界的に見て

も特徴的な規定を有しています。 

 

3.2.1. AI の学習と入力データ（学習段階） 

 

日本の著作権法第 30 条の 4 は、著作物に表現された思想又は感情の享受を目的とし

ない利用行為、すなわち情報解析（AI の学習など）を目的とする場合、原則として著

作権者の許諾なく著作物を利用できると定めています 46。ただし、この例外規定には

「著作権者の利益を不当に害することとなる場合」は適用されないという但し書きがあ

ります 49。 

この規定により、日本国内では、AI 開発者がモデルを学習させるためにインターネッ

ト上などから広範なデータを収集・利用することが、他の多くの国よりも法的に許容さ

れやすい環境にあります。したがって、ChatGPT Agent のような AI が多様な文献を学



習していること自体が、直ちに著作権侵害となる可能性は低いと考えられます。 

 

3.2.2. 生成された出力と潜在的な侵害（生成・利用段階） 

 

AI が生成した調査レポート等が著作権侵害となるか否かは、AI を利用しない場合と同

様の基準で判断されます。すなわち、既存の著作物との間に**「類似性（類似性が認め

られること）」と「依拠性（既存の著作物に基づいて創作されたこと）」**の両方が認

められる場合に、著作権侵害が成立します 48。 

もしエージェントが学習した特定の文献（例えば、ある専門家が執筆した詳細な技術解

説書）の表現をそのまま引き写したようなレポートを生成した場合、類似性と依拠性が

認められ、著作権侵害となるリスクがあります。AI 利用者は、生成されたアウトプッ

トが既存の著作物と酷似していないかを確認する注意義務を負うことになります。 

 

3.2.3. AI 生成調査レポートの著作物性（Ownership of AI -Generated Search 
Reports ） 

 

日本の著作権法では、著作物は「思想又は感情を創作的に表現したもの」と定義されて

おり、その創作行為には人間の関与（創作的寄与）が必要とされます 46。 

● AI が自律的に生成したレポート：ユーザーが簡単な指示（プロンプト）を与えた

だけで AI が自動生成した調査レポートは、人間の「創作的寄与」が認められない

ため、原則として著作物には該当せず、著作権は発生しないと考えられます 46。 
● 人間が編集・加筆したレポート：一方で、AI が生成したレポートを「素材」とし

て、知財専門家が大幅な編集、分析、独自の考察、戦略的提言などを加えて完成さ

せた最終的な報告書は、その加筆・編集部分に人間の創作的寄与が認められ、著作

物として保護される可能性があります 46。この場合、AI はあくまで人間の創作活

動を補助する「道具」として位置づけられます。 

この法的整理は、企業にとって二つの重要な示唆を与えます。第一に、AI が生成した

生のレポートを他社に模倣されても、著作権侵害を主張することは困難である可能性が

あること。第二に、自社の専門家による付加価値の高い分析を加えることで、最終成果

物を独自の知的財産として保護できる可能性があることです。 



 

3.3. 不正確性とアルゴリズムリスクの管理（「ハルシネーション」リスク管理） 

 

自律型 AI エージェントは強力ですが、万能ではありません。特に LLM を基盤とする

システムは、「ハルシネーション」と呼ばれる、事実に基づかないもっともらしい情報

を生成してしまうリスクを常に抱えています。特許調査の文脈では、存在しない特許番

号を引用したり、文献の内容を誤って要約したりする可能性があります 15。 

また、AI の判断プロセスが不透明な「ブラックボックス」であるため、なぜ特定の重

要文献を見逃したのか、あるいはなぜある文献を重要と判断したのか、その理由を完全

に解明することが困難な場合があります 2。 

これらのリスクを管理するための唯一かつ最も重要な戦略は、**「ヒューマン・イン・

ザ・ループ（Human- in- the - Loop: HITL）」**の原則を徹底することです。 

● AI の役割：エージェントは、広範な文献を高速でスクリーニングし、関連性の高

い候補を抽出し、初期分析のドラフトを作成する「非常に優秀なアシスタント」で

す。 
● 人間の役割：しかし、最終的な法的・技術的な判断、例えば「この文献は新規性を

否定する決定的な証拠となるか」「この特許は自社製品の侵害リスクが高いか」と

いった高度な判断は、必ず資格と経験を持つ人間の専門家（弁理士やシニア知財ア

ナリスト）が行わなければなりません。 

AI の出力はあくまで「参考意見」または「高品質な下書き」として扱い、最終的な意

思決定の責任は人間が負うという体制を構築することが、リスクを管理し、AI の恩恵

を安全に享受するための鍵となります。 

リスク分類 リスクの詳細説明 影響度 緩和策 

機密情報漏洩 未公開の発明情報が

AI 提供者に漏洩、ま

たはモデル学習に利

用される。 

高 技術的：ゼロリテン

ション API、オンプレ

ミス展開。 契約的：

機密保持契約、デー

タ利用制限条項。 手
続き的：利用者から

の事前同意取得。 



著作権侵害 生成されたレポート

が、学習元の第三者

の著作物と酷似して

おり、著作権侵害と

判断される。 

中 手続き的：生成物に

対する剽窃チェッ

ク。 契約的：AI 提供

者との契約に著作権

侵害に関する補償条

項を設ける。 人的：

専門家による最終レ

ビュー。 

不正確な調査結果

（ハルシネーショ

ン） 

AI が重要な先行技術

を見逃す、または存

在しない文献番号を

生成するなど、誤っ

た情報を提供する。 

高 人的：全ての AI 生成

結果に対する専門家

による必須の検証。 
手続き的：重要な発

見事項は、必ず元の

データベースで再確

認するクロス検証プ

ロセスを導入。 

過度の依存とスキル

低下（デスクリン

グ） 

担当者が AI に過度に

依存し、自ら調査を

行うためのコアスキ

ルを失い、AI の出力

を批判的に評価でき

なくなる。 

中 組織的：検証と戦略

立案に焦点を当てた

継続的な研修プログ

ラムを実施。 AI を管

理・評価する新しい

役割を定義し、キャ

リアパスを整備。 

 

3.4. 人材の要素：知財専門家の再教育（リスキリング） 

 

自律型 AI エージェントの導入は、知財専門家に求められるスキルセットの進化を促し

ます。従来の専門性が不要になるわけではなく、その重心が大きく変化します。 

● 検索者（Searcher ）から戦略家（Strategist ）へ：ブール演算子の複雑な組み合

わせや各データベースの固有の構文を習得することの重要性は相対的に低下しま

す。代わりに、以下のようなより高次の戦略的スキルが求められるようになりま

す。 



○ プロンプトエンジニアリングと目標定義：AI エージェントの能力を最大限に引

き出すため、曖昧さのない、効果的な高レベルの指示を与える能力。 
○ 批判的評価能力：AI の出力に含まれる可能性のあるエラー、バイアス、ハルシ

ネーションを迅速に見抜き、その信頼性を的確に評価する能力。 
○ 戦略的解釈能力：AI が提供するデータ豊富な分析結果を、ビジネス上の意思決

定や法的な戦略に結びつける解釈力。 
○ AI システム管理能力：デジタルエージェントの「マネージャー」として、AI

ツールの能力と限界を深く理解し、最適なタスクを割り振る能力。 

企業は、このスキルシフトを見据え、研修プログラムの再設計やキャリアパスの再定義

を通じて、知財部門のメンバーが AI と協働する未来の戦略家へと成長できるよう支援

していく必要があります。 

 

第 4 部：戦略的提言と将来展望 

 

2025 年 ChatGPT Agent がもたらす変革を最大限に活用し、同時にリスクを管理する

ためには、企業は技術の導入を慎重かつ戦略的に進める必要があります。本章では、具

体的な導入ロードマップ、ベンダー選定の基準、そして特許調査の枠を超えた将来の展

望について提言します。 

 

4.1. 段階的導入ロードマップ 

 

全面的な一斉導入は、特に機密保持のリスクを考慮すると賢明ではありません。以下の

3 段階に分けた、リスクを管理しながら価値を検証していくアプローチを推奨します。 

● フェーズ 1：評価と低リスクでの試験導入（1～6 ヶ月目） 
○ 目的：AI エージェントの性能（特に正確性）を検証し、社内での利用可能性を

評価する。 
○ 実施内容： 

■ 機密性の低いタスクに限定してエージェントを利用します。例えば、既に

公開されている競合他社の特許分析、権利期間が満了した特許群に基づく

技術動向調査、社内研究目的での非特許文献（NPL）の広範な検索などが



挙げられます。 
■ 同じテーマについて人間が行った調査結果とエージェントの出力を比較

し、精度、網羅性、見落としの有無などを徹底的に検証します。 
■ 知財部門、IT 部門、法務部門からなるクロスファンクショナルなチームを

組織し、複数の AI ベンダーの評価を開始します。 
● フェーズ 2：プロセス統合と機密情報を含む試験導入（7～18 ヶ月目） 

○ 目的：信頼できるベンダーを選定し、実際の業務プロセスに組み込むことを想

定した、より実践的なパイロット運用を行う。 
○ 実施内容： 

■ 厳格な評価に基づきベンダーを選定し、第 3 章で詳述した要件を満たす強

固なエンタープライズ契約を締結します。 
■ まずは、扱うデータは公知であるものの、調査の目的自体は機密である無

効資料調査でパイロット運用を開始します。これにより、実際の業務に近

い環境でエージェントの有効性を試すことができます。 
■ この段階で得られた知見を基に、社内向けの利用ガイドラインやベストプ

ラクティス集、研修資料を作成します。 
■ 研究開発部門から明確な同意を得た上で、重要度が比較的低い少数の案件

について先行技術調査のパイロット運用を開始します。 
● フェーズ 3：本格展開と最適化（19 ヶ月目以降） 

○ 目的：検証済みのエージェントを、主要な調査業務における標準ツールとして

本格的に展開し、ROI を最大化する。 
○ 実施内容： 

■ 先行技術調査、侵害予防調査、無効資料調査を含む、ほとんどの調査業務

でエージェントの利用を標準化します。 
■ パフォーマンス、コスト、ROI（投資収益率）を継続的に監視し、ワークフ

ローのさらなる最適化を図ります。 
■ 知財部門の人材育成に本格的に取り組み、メンバーが AI を駆使する戦略家

へと移行できるよう、役割の再定義と継続的なトレーニングを推進しま

す。 

この段階的なアプローチにより、企業は技術的な不確実性や法的なリスクを慎重に管理

しながら、組織的な学習を促し、最終的に自律型 AI の価値を最大限に引き出すことが

可能となります。 

 

4.2. ベンダー選定とデューデリジェンスのチェックリスト 



 

適切な AI ベンダーを選定することは、プロジェクトの成功に不可欠です。以下のチェ

ックリストに基づき、徹底的なデューデリジェンス（適正評価）を行うことを推奨しま

す。 

● セキュリティと機密保持 
○ [ ] SOC 2 Type  II などの第三者認証を取得しているか？ 36 
○ [ ] データのゼロリテンション（即時削除）オプションを提供しているか？ 42 
○ [ ] オンプレミスまたはプライベートクラウドでの展開に対応しているか？ 45 
○ [ ] データの保管場所や処理が行われる国・地域は明確か？ 

● データカバレッジと品質 
○ [ ] 日本、米国、欧州、中国、WIPO など、自社にとって重要な特許庁のデータ

を網羅しているか？ 29 
○ [ ] データの更新頻度は十分か？ 
○ [ ] 非特許文献（NPL）のカバレッジはどの程度か？ 

● AI 技術の中核 
○ [ ] AI モデルは特許特有の専門用語や文脈を理解するよう特化して訓練されて

いるか（汎用モデルの単なる応用ではないか）？ 36 
○ [ ] AI の判断プロセスや根拠について、ある程度の透明性（Expla inability）が

確保されているか？ 
● ワークフローとの統合 

○ [ ] 既存の知財管理システム（例：Anaqua, PatSnap）との連携を可能にする

API を提供しているか？ 36 
○ [ ] 調査結果を CSV や PDF など、多様な形式でエクスポートできるか？ 

● 法務・契約条件 
○ [ ] 日本の法制度や商慣習を理解し、日本企業向けの契約条件交渉に柔軟に対応

できるか？ 
○ [ ] 生成物の IP 所有権がユーザーに帰属することを明確に保証しているか？ 42 
○ [ ] AI の出力が第三者の著作権を侵害した場合の責任分担や補償

（Indemnifica tion）条項は明確か？ 48 
● ユーザーインターフェースとサポート体制 

○ [ ] 知財専門家が直感的に操作できるインターフェースか？ 29 
○ [ ] 日本語での質の高いトレーニングやカスタマーサポートが提供されるか？ 

 

4.3. 知財インテリジェンスの未来：調査を超えて 



 

自律型 AI エージェントの真のインパクトは、単なる特許調査業務の効率化に留まりま

せん。長期的には、企業の知財活動全体のあり方を根底から変える可能性を秘めていま

す。 

● 受動的な調査から能動的なインテリジェンスへ 
将来的にエージェントは、特定の指示を待つだけでなく、競合他社の特許出願動

向、特定技術分野のトレンド、関連訴訟の発生などを 24 時間体制で自律的に監視

し、重要な変化を検知した際に能動的にアラートやインサイトを提供する「知財イ

ンテリジェンス・プラットフォーム」へと進化するでしょう 6。これにより、知財

部門は後追いでの対応から、未来を予測し先手を打つ戦略部門へと変貌します。 
● エンドツーエンドの知財ライフサイクル管理 

エージェントの能力は調査に限定されません。収集した情報に基づき、特許明細書

のドラフト作成支援、特許庁からの拒絶理由通知に対する応答案の作成、保有特許

ポートフォリオの価値評価と整理（パテント・プルーニング）、さらにはライセン

ス交渉の候補先の特定といった、知財ライフサイクル全体を支援する統合的な役割

を担うようになります 29。 
● 知財分析の民主化 

エージェントが自然言語での対話を可能にすることで、これまで専門家でなければ

アクセスが難しかった特許情報の分析が、知財部門以外のメンバーにも開かれます 
6。例えば、研究開発担当者が「我々の次世代バッテリー技術に関連して、過去 1
年間で最も引用されている特許は何か？」と平易な言葉で問いかけるだけで、デー

タに基づいた回答を即座に得られるようになります。これにより、組織全体に IP
マインドが浸透し、よりデータドリブンな研究開発や事業戦略の立案が促進されま

す。 

結論として、20 25 年 ChatGPT Agent の登場は、単なるツール導入以上の、組織的な

変革の機会を提示しています。その本質は、コスト削減や効率化といった直接的な利益

に留まらず、知財部門を、従来の「守りのコストセンター」から、企業のイノベーショ

ンと成長を牽引する「攻めの戦略的インテリジェンス・ハブ」へと昇華させるポテンシ

ャルにあります。この変革の波を乗りこなし、競争優位を確立するためには、技術の可

能性を深く理解し、法務・倫理的課題に真摯に向き合い、そして何よりも人材と組織を

未来に適応させていくという、長期的かつ戦略的な視点が不可欠です。 
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